
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年 新春展 

宮腰 から 金石 へ 

平成 23 年 １月22 日 (土)～３月20 日 (日) 

上：宮腰町絵図（元禄年中、中山家文書）  
下：金石町市街全図（昭和初期、旧上金石町役場文書） 

金沢市立玉川図書館 近世史料館 
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開催にあたって 

 

 現在の金石
かないわ

地域は近世まで宮腰と呼ばれていました。前田氏の金沢入城を先導した中山

氏の功績もあり、宮腰は金沢城下の外港として整備が進められました。以後の宮腰は城下

町金沢の影響を強く受けながら発展していきました。一方で、海を通じて領外の人や物資

を受け入れる窓口としての役割を担ったため、港町特有の開放的な文化が醸成され、文化

面では歌舞伎女形役者の初代中村歌右衛門、経済面では海商の銭屋五兵衛のように、藩域

を越えて活躍する進取の気性に富んだ人物を生み出すことになりました。 

 金沢の外港としての宮腰の地位は、隣村の大野村等の台頭によりしばしば脅かされてい

きました。船の入津をめぐる数度の争論の末、幕末の慶応 2 年（1866）には両者の対立の

融和を目的とした合併が行われ、金石町が成立しました。 

 こうした宮腰（金石）地域に関する歴史資料として、中山家文書（個人蔵）、加越能文庫

（当館所蔵）、酒屋家文書（石川県立図書館所蔵）などが知られています。また、先般の金

沢市史編さん事業に伴い、喜楽彦三家文

書、木屋藤右衛門家文書等、大野・粟ヶ

崎地域を含めた史料の発掘、再確認が行

われました。このような地域の史料に対

する関心の高まりの中で、今年度当館は

二木文庫と旧上金石町役場文書という、

ともに宮腰（金石）地域の史料の寄贈を

受けました。二木文庫は、近世宮腰の町

年寄等、町役人を歴任した有力町人であ

る銭屋市郎右衛門家に伝来した文書で

す。旧上金石町役場文書は、明治 22 年

（1889）に市町村制が施行されてから昭

和 18 年（1943）に金沢市に編入される

までの上金石町（大正 9 年（1920）に金

石町と改称）の役場文書です。今後、両

史料の活用により、当該地域の新たな史

実の解明が進むものと期待されます。 

 本展示では、二木文庫、旧上金石町役

場文書の寄贈を記念して、宮腰（金石）

地域の特徴や変遷について、所蔵史料等

により紹介します。  

【825-18】延喜式内社大野湊神社千二百年祭行列之図
（中山家文書、個人蔵） 
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１．港町 宮腰 

 

 今回寄贈を受けた二木文庫の中には、承応 4 年（1655）

の大津登米
おおつのぼりまい

（為登米
の ぼ せ ま い

ともいう）に関する史料が 16 点含ま

れています。大津登米とは、加賀藩が年貢米を販売するた

め大津へ米を回送することを言います。この時に採られた

一般的なルートは、領内から一旦宮腰に集積した後、敦賀

を経て、琵琶湖経由で大津へ運ぶというものでした。この

大津登米は元和 2 年（1616）に制度化されますが、西廻り

航路を用いた大坂登米が本格化する 17 世紀後半以降は衰

退したと言われています。今回紹介する承応 4 年の大津登

米はその最末期の事例であり、大坂登米を同時に行いなが

ら安定的な販売ルートを模索していた時期のものです。こ

の事例自体は、これまで中山家文書の「二木自分留」によ

り知られていましたが、その原史料が一括して見つかったことにより、藩の御用を請け負

った銭屋（二木）助左衛門が敦賀の蔵宿などと協力しながら大津御蔵に納めるまでの過程

を具体的に知ることができます。 

 ここでは二木文庫の大津登米に関する史料と併せて、藩米回送に関する所蔵史料を展示

します。また、宮腰町内に設けられた重臣たちの囲屋敷に関する史料や漁業に関する史料

を展示し、宮腰の港町としての特徴を明らかにしていきます。  

 

２．大野湊神社と宮腰 

 

 大野湊神社と宮腰は、その成り立ちに

おいて密接な関係を持ち、近世でもお互

いを支えあう関係が築かれていました。 

 現在、金沢市寺中町に位置する大野湊

神社は、その社名からもうかがえるよう

に、かつては犀川の河口付近（古代の大

野湊）に祀られた神社でした。しかし、

神社の縁起によれば、建長年中の火災（高

波による浸食という説もある）により、

現在地に遷座しました。一方、宮腰の地

名は「宮」の「腰」、すなわち大野湊神社

の麓に広がることから起こったという伝

承があります（『温故集録』・『加賀志徴』）。 

 近世の大野湊神社は佐那武大明神、佐

那武社などと呼称され、天正 14 年（1586）には前田利家から田地 2 町と氏子 15 ヶ村の寄

進を受けており、その中で「宮腰村」は筆頭に挙げられました。また、慶長 9 年（1604）

には関ヶ原合戦の勝利の報賽として、前田利長の命により諸橋大夫による神事能が始めら

れました。当初は前田家の手厚い保護のもとで神事能が行われていましたが、寛文元年

（1661）以降は宮腰湊の繁昌を理由に、次第に宮腰等の氏子の負担による部分が大きくな

っていきました。近世中期には経営難により中絶の危機に陥りますが、藩、神主、宮腰町

人の尽力により打開策が講じられ、現在に至るまで受け継がれています。

【37.2-12】大津登米に付御印書等
仕立文書（二木文庫） 

 
宮腰町人の神事能桟敷図（銭屋〔二木〕市郎右衛門の名も見える） 
（【930-1】年々寺中御能番組、中山家文書、個人蔵） 



①大野湊神社夏季大祭社殿地

②中崎與四右衛門銅像
（第３代町長）

③旧冬瓜町付近

④銭屋五兵衛墓
（本龍寺境内）

⑤大野湊神社

⑥金石会館（旧役場跡）

⑦金石町小学校
（旧御材木囲・濤々園跡）

⑩銭屋五兵衛銅像

⑨唐三郎君之碑
（砂防林植林の功労者）

⑧御舟小屋跡

【36・10-81】金石町治一覧・金石町市街全図
（旧上金石町役場文書、白黒写真は『金石町誌』より引用）

A.金石灯台 B.海水浴場（日和山下） C.金石町役場 D.金石小学校（御塩蔵跡） E.金石町体育場

F.金石町警察署 G.金石往還 H.前田利家手植の松 I.金石町市街（本町） J.濤々園

A ①

②

③

④

⑤

C ⑥

⑦ J

⑧
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E
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【37.4-5】栄操院様等宮腰浜御出之節御仮屋絵図（二木文庫） 

 
【大 1082】石川河北両御郡御鷹場絵図（大友文庫） 

（○囲みは物資の輸送をめぐり利害関係のある村々）

３．遊参の場 宮腰 

 宮腰の郊外には御舟小屋という藩主の御召船の収納施設があり、宮腰町奉行のもとで御
船手足軽と呼ばれる人たちが管理や訓練を行っていました。前田家の藩主やその子弟は「行
歩」と称して、御舟小屋や浜へ出かけることがありました。今回寄贈を受けた二木文庫の
中には、藩主家が宮腰浜に「御出」になった際に設けた「御仮屋」に関する史料が 10 点残
されています。例えば、嘉永 3 年（1850）3 月 24 日に栄操院（前田斉広側室）と豊之丞（前
田利行、前田斉泰 5 男、大聖寺藩 13 代藩主）が宮腰浜へ「御出」になった時は、七ツ屋往
還から粟ヶ崎橋を通って粟ヶ崎の御旅屋に入り、それから宮腰浜に建てられた「御仮屋」
に入り、地蔵道から宮腰往還を通って金沢城に戻ったと記されています。わずか一日の出
行ながら、御仮屋を建てる費用や警護する人々の宿所の手配等、その負担は少なくありま
せんでした。 
 宮腰へ遊歩に訪れたのは藩主家だけではなく、加賀藩士やその家族も行楽に出かけてい
ました。文久 2 年（1862）4 月 15 日に中村豫卿（明組与力、100 石）の家族は当主を残して
佐那武社の神事能に併せて宮腰へ出かけており、弘化 3 年（1846）9 月 1 日に成瀬正居（人
持組 2,500 石）は父と一緒に御舟小屋辺へ
釣りに出かけています。 
 とりわけ宮腰に人が集まったのは 6 月
15 日の名越神事の時でした。名越神事と
は茅の輪潜り（ちのわくぐり）で有名な
厄除けの行事ですが、宮腰においては佐
那武社の神輿が宮腰浜へ遷座した後、築
山を従えて町内を練り歩く夏の祭礼で、
今日の「金石祭り」の前身となるもので
す。この名越神事に併せて、宮腰浜で芝
居が行われることもあり、金沢からも見
物客が多数訪れました。群集を警戒した
藩は警固足軽を出役させ取締りを命じた
ことが判っています。 
 
４．金石町の成立 
 
 近世初頭以来、宮腰は船の入津をめぐ
って隣村の大野村・粟ヶ崎村としばしば
争論を繰り広げました。その原因は、宮
腰の陸運に対し、大野側に入津したほう
が舟運を通じて直に金沢城下へ物資を運
搬できる利便性あったため、次第に宮腰
への入津が減少したことにありました。
このことは宮腰の馬借の生計を圧迫しま
した。先に紹介した宮腰浜での芝居興行
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【特 36.14-2】金石バッス計画配置図 

（旧上金石町役場文書） 

は、困窮する馬借たちの生活補填の意味合いもありました。また、二木文庫の中には馬借
たちの宮腰役用銀からの借用証文も残されており、こうした運送業で生計を立てる人々の
生活の困窮が争論の背景にあったと考えられます。 
 慶応 2 年（1866）に藩は宮腰町と大野村の対立を融和するため両所の合併を命じ、ここ
に「金石町」が成立しました。金石という地名は「交情ノ堅ヲ金石ノ交ト曰」とあるよう
に、宮腰町と大野村の和熟を期待したものでした。また、融和を促進する事業として、両
所を繋ぐ運河の開設を命じるとともに、両所を隔てていた砂山を取り除いて「相生町」と
いう新地を作らせ、繁栄策として茶屋・物真似興行を許可しました。 
 明治 22 年（1889）に市町村制が施行され、旧宮腰地域は上金石町、旧大野地域は下金石
町としてそれぞれ発足しました。しかし、上下という序列があるかのような表記や、両者
の混同による不都合が生じたため、明治 31 年（1898）に下金石町は大野町の旧名に復し、
上金石町も大正 9 年（1920）に金石町と改称しました。 
 
５．濤々園と金石町 
 
 濤々園は、金石電気鉄道が浅
野川電鉄の粟崎遊園に対抗し
て大正 14 年（1925）に開設し
た娯楽施設です。しかし、その
娯楽の内容や経営の実態など
についてまとまった史料がな
く、また金石町が濤々園に対し
てどのような関与をしていた
のかもよく判っていませんで
した。 
 今回寄贈を受けた旧上金石
町役場文書の中には、「金石バ
ッス計画配置図」等、濤々園の
計画段階の見取り図のほか、「温浴場設置関係書類」という、後の濤々園になる施設の設置
認可申請書類が残されていました。これにより、娯楽施設の設置に際し、金石町が保安林
（砂防林）の解除申請を農林大臣あてに行ったこと、その申請の中で娯楽施設の設置を町
による社会政策の一環として位置付けていたことなどが判りました。今回の展示ではこれ
らの史料に加え、濤々園ができる前の砂防林の植林や砂害の状況などが判る史料も紹介し
ます。 
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